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1. はじめに 

	 錯視とは、視覚に関する錯覚のことで 
「目の錯覚」とも呼ばれる。幾何学的錯視とは, 線の傾
き、角度、対象の大きさが物理的実際とは異なって知

覚される現象である。幾何学的錯視として知られる最

も古いものは、1851 年のフィック錯視 (Fick illusion) 
である。フィック錯視の詳しいメカニズムはまだ解明

されていない。そこで、幾何学的錯視の原点であるフ

ィック錯視の錯視量を計測することで錯視が起こる原

因を探る[2]。 
2. 人間の視覚系 
	 人間は景色や物体を見たとき、立体感を得られる。

これは、単眼視による遠近感と両眼視による立体視に

よって実現されていると考えられている[1]。遠近感は
2つの物体から眼まで二直線の角度より得られる。例え
ば、大きく見える物体は近く、小さく見える物体は遠

いということを認識する。また、はっきり見える物体

は近く、霞んで見える物体は遠いと認識する。これに

対して両眼視は立体的な感覚が得られる。人間の両方

の眼の距離の間は６〜７cm離れており、左右それぞれ
の眼で見えるものの見えは異なる。これを視差と言う。

左右の網膜上の違う画像が脳によって処理されて立体

感を得ていると考えられている[1]。 
3. 実験 
	 本研究で扱う錯視は、長さが同じでも、垂直に置か

れた線分は水平に置かれた線分よりも長く見える。こ

れをフィック錯視という。Fig. 1にディスプレイ上で錯
視量を測定するツールの外見を示す。プログラム言語

は Java、描画は awt、Swingを用いた[3][4]。 
 

 
図 1 縦線と横線の長さが同じ T字 

 
今回作成したツールは横の長さを一定と、縦の長さを

変えた T時を表示する。 
	 今回使用したスクリーン座標は画面の左上隅の点を

基準とした絶対的な座標系である。画面の左右方向を x、
上下方向を y とし、座標上の点を(x,y)で、線の始点と
終 点 を (x,y)-(x’,y’) と 表 す 。 図 １ は 横 線 を 座 標
(20,50)-(90,50)で、縦線を座標(55,50)-(55,120)で作成し
た。実験では縦線の終点を 105～120の範囲で変えたも
のを８個作成し、被験者にこれらをランダムに提示し

て錯視の程度を３段階で回答させた。ここで回答の 1

は横線より縦線の方が長く見える、2は横線と縦線の長
さが同じに見える、3は横線より縦線の方が短く見える、
とした。 

表 1  3段階評価結果 
 

 
 

表 2  3段階評価結果 
 

 
 
4. 結果 
	 表 1に実験結果を示す（平均）。実験の結果から縦線
を 14ドット短くした場合は横線より縦線の方が短く見
え、11 ドット短くした場合は横線と縦線の長さが同じ
に見えた。縦線を 3 ドット短くした場合は被験者全員
が横線より縦線の方が長く見えるという結果になった。

錯視と考えられるのは回答 2 と 3 でしたため、縦線を
14 ドット以上短くした場合には錯視は現れなかった。
また縦線と横線の長さの差が 3 ドット以上で錯視が顕
著となった。 
5. 今後の課題  
	 今後は提示順によっても錯視の起き方が変わると考

えられるので、提示順を変えたデータを増やしていく

必要がある。なので，試行回数を増やし，今回の結果

と比較する。 
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